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はじめに

構成　の　本論文1.1

章　1第

遠

社会的背

ヴァイオリンの

する関に研究の、各々であるので研究についての遠隔指導」の「坐禅と隔学習」

、「は。本研究べる述について研究背景と目的の、本研究では第一章

 

実験

。

と先行研究まず、について遠隔学習するヴァイオリンの提案で、本研究では第二章

した示について景

 

について

。

実験方法と先行研究その、について研究する関に遠隔指導の、坐禅では第三章

べる述について考察と結果その、し示について方法

 

についてまとめるこ

。

展望の今後による知見られた、得い行を総括の、本研究では第四章

べる述について有用性その、し検証について結果した、実践し示

さら

して

。

予定を、今後実験えて、加べ述について展望の今後する関に遠隔指導研究の、坐禅に

べる述についても展望の今後する関に遠隔指導ヴァイオリンの、また。ととする

 

 

。

背景の　研究1.2

べる述についても研究いる

、「体育」

とし

としては

、座学われ扱として、副教科これらは。などがあげられる家庭科」・「音楽」「技術

科目する学習で義務教育の中学校・小学校に実技、特う伴を身体動作

ぶ

 

学

。である教育とされる必要するために涵養を社会性ことができない

では算数」「理科」「社会」・、「国語」「英語」「数学つまり教科、な５代表的て

一員

必

の

に自立の個々人における。社会生活なものである重要てていくために育を自覚としての

卒業後、社会を、学校につけるものではなく身を知識に、短期的は教科これらの

 

かすことがで

。

欠において人間形成は徳育・体育・、知育）によれば1963スペンサー（

ることができない得のみでは、座学といったものは技能や知識な要

教

存在

の

なからずとも少りが偏の質によって、教授者また。しづらい通用は学習いる用を授法

同様と、座学は実技う伴を身体動作これら、しかしながら。である要素な重要きない

容

 

において

）NHK 2017（。くない易

分野の学習う伴を、身体技能することは確保して安定を、教授者さらに。する

ラーニングが

1

eした利用）をICT(Information and Communication Technology近年、



高

らか

による

明を有効性その、によって研究な、実践的な）について可能が学士学位取得（等教育

、遠隔し活用インターネットを、）は2014（。西村されている活用で領域な様々

 

授

。

におけるゼミの、大学院として遠隔学習研究の、高等教育）は2005（、杉浦さらに

にした

衛星

、

の

であるがゆえに、双方向い違と方式になりがちな一方通行のように授業した利用を放送

、従来で中の研究その。った行を運用の実際いて用システムを、同期型双方向を業

 

したオンラインレッスン

。

利用インターネットを、においても英会話学校の、大手また　

している報告について利点ができる意思疎通リアルタイムで

が

えら

成果

捉スタイルとして教育な一般的に共と対面教育の、従来がってきていることもあり上

くの、数多しては関に教育ラーニングeによる、座学し増加しているところが開講を

 

、鈴木

。

としては黎明期ラーニングのeする関に習得の身体技能した利用をICT一方、

れるようになった

、児童学科

のア

）は

際の、歌唱し提供を教材ラーニングeされている収録が模範演奏映像にピアノの学生の

2010ほか（、深見また。があげられる研究する関に指導）のピアノ2001（

比

。

を

されている報告であったことが有効が教材ラーニングeに実技向上の、履修学生し較分析

演奏の。視聴前後した提供によって文章や動画で教材内その、ドヴァイスについても

報告

について

となったことが

必要性の研究な、量的であり研究な質的は研究この、しかしながら。されている

利点が教材ラーニングeうことについても補を時間レッスンの、えて加

 

ラー

。

eに学習ピアノ、して対に学生の、短期大学保育学科）は2019（赤井・、大野に次

されている言及も

ピ

できるように

。

活用が、学生にアップロードしYouTubeを映像する関アノのトレーニングに

であった大半が学生がない経験の実技それまでにピアノ、は。学生した利用ニングを

さ

 

、

。されている報告めたことが高を学習意欲らに

し認識を有効性がその、学生することによって活用ラーニングをe、として。結果した

生徒

が

の

事例する学習について、改善点することによって視聴を映像その、し撮影を動作の技の

他や自分自身いて用を端末タブレット、し活用をICT、しても関に武道ダンスや

 

のジェス

）

社Microsoft、）は2016（、松本として活用事例のICTする関ダンスに

 2015s愛媛新聞（。げられている挙

動

2

のリズムダンスの、中学校して利用を”Kinect for Xbox360“デバイス音声認識チャー・



リズムダン

デジタルコン

、

、として。結果した導入を端末タブレット、え加にKinect、に際の学習スの

し対に名72、中学生）は(2017、松本また。した化をデジタルコンテンツ作

生

 

であったと

。されている報告じていることが感が徒

、効果的ることができ返り振を動作ダンスの、いることによって用テンツを

ダンスの

ラーニングシステム

、

eの、独自さらに。った行を、評価活動し視聴したものを撮影を映像

し活用をICT、において授業のダンス、体育系大学）は2018ほか（、栫に次

、運

 

することによって

。された示唆であることが有効について理解の評価や改善の動技能

活用をICT、として。結果てた役立にも整理の、授業内容し活用も

、生徒

らかに

することによって

明いを違の、認識でき活用に対応策そして、つまずき、できばえ、する関に動作の

利用をICT、しても関に運動におけるマット体育授業の小学校

 

授

）

した活用をICT、において授業の、柔道）は2016ほか（、田中においても、武道また

 2006賀川（。がされている報告する

、活用

いる

では

用を教材ICT。がうまくいくことがわかった習得の身動作け受の柔道より授業しない

授業した活用を教材ICT、として。結果った行を検討について有効性の業展開

 

、

。

して対に学生する志望を、体育教師）は2014（、松坂として研究する関に授業の体育

されている報告となることが一助の際う行に安全を授業の、柔道ことによって

撮影

もフィードバッ

を

、何度することによって撮影を。映像させた把握に生徒を比較の、動作し

動作の鉄棒運動となる模範で端末タブレット。った行を実践の授業した活用をICT

報告

 

つことが

。されている

役立りにも作のイメージ、技能また、があげられており利点となる可能クが

視聴

）

し

2017（。山崎にもある他は研究としてあげられている利点となることが可能することが

返り繰を映像した、撮影いることによって用を技術ICT、のように研究これらの

と

つこ

。結果

役立に習得の、技能となることによって可能し返り繰が視聴の映像された、撮影して

れた入り取を教材ICT、させるために習得を技能バドミントンのストローク、は

ICT

見

、

まりを高や改善点の技して比較と模範映像それを、し撮影を動作の自分自身して活用を

について映像の走とハードル運動マット、）は2016（、山室に。次された示唆とが

し

なもの

利用

単純の、比較的運動内容において指導現場やスポーツの体育して利用を映像配信た

サイトをWeb、）は2002（、廣田さらに。している報告になると可能つけることが

渡

3

において、水泳指導えて。加している報告であると可能が対応の指導に、十分であれば



そ

 

、

。した検証を有効性の

い行を研究な実践的し活用を機器ICTのフォームについて、水泳）は2017（井上・辺

、地

名

）は

4熟練者の、舞踊そこで。えた考にあると腰部が要きの、動して関に動作の域伝統舞踊

2017（松田・。菊池されている報告が活用のICT、についても動作の伝統舞踊

。結

され

った

示唆が可能性わりがある関やタイミングに緩急りの、踊いは違の質の、舞踊として果

行を、分析み試を可視化いについて違の質りの、踊いて用センサーを、加速度に

しス

、柳

開発

また。している報告られたと見が向上の、練習動作させることで連携マートフォンと

システムを学習する支援を動作け掛かんな、）は2017ほか（、板垣に。同様た

、師弟関

 

い

。している報告であることを有効にも維持の係

行を稽古の茶道ラーニングによるeして利用システムを電話TV、）は2012（原

、人間国宝

、

）は

）は2012（佳川・、安藤また。った行を動作解析によって次元3を動作の職人レベルの

2005（、黒川して関に学習う伴を動作した活用をICTにおける伝統技術

におい

っ

授業

行を検証かについて可能てることが役立に理解や知識の、生徒することによって活用て

の、学校し作成を教材して利用を装置モーションキャプチャ、を動作く引を鋸

 

 

。

づけ位置の研究と目的の　研究1.3

た

な

示

、必要

について長所の研究ラーニングのeした活用をICTであるという可能が復習にいつでも際

すことができ残を映像記録その、において学習う伴を、身体動作は研究の上記

に

同時

」

で、双方向ラーニングにおいてはeう伴を身体的動作など習得の。技能である学習よる

コミュニケーション「非同期的の型オンディマンド、は研究これらの、してはいるが

ま

 

望

。とするからである必要を動作ともに、教授者、学習者、双方それらは、なぜなら。しい

ラーニングであることがeの」コミュニケーション「同期的な可能にフィードバックが

ラーニン

が

e

ICT これまで、は目的の、本研究そこで。けられない見受ほとんど、は研究する関グに

した活用をICTいて用スタイルを学習コミュニケーションの、同期的ところが

ラーニン

、

e

することであり提案を遠隔学習な同期的による双方向通信した活用をICT、して対グに

する関に習得の実技った伴を「身体動作」なる異と座学することがなかった介入

 

「習

。

そして、け続を」し返り、「繰まり始から「模倣」めに、初というものは習得の技能

することとした検討するかを機能に有効スタイルが学習その、そして

4



いること

について

用

身体動作における、実技となるので可能リアルタイムにフィードバックが、は

を遠隔学習な同期的における。本研究）1987生田とされている（、る至に熟」

であると

 

可能

。える考

むことが踏るプロセスを至に、「習熟」そして」、し返り、「模倣」「繰も

遠隔指導

スタイルが

の

学習とする主体を対面学習これまで、とも。双方ラーニングであるeについての

「坐禅」と」ヴァイオリン、「したのは着目として、具体例において本研究

であるかについて

べること

必要

述を先行研究の、各々にて章２、第し示に個々を、社会的背景において、次節は

が導入のICTに指導の坐禅なぜこれらヴァイオリンと。とられてきた

 

できるのではと

。

解決を問題の、先すれば機能に有効が遠隔学習な同期的した活用をICT

とする

質

。

の

させることである減少りを偏の

教授者う伴それに、と確保な安定的の教授者の実技う伴を、身体動作つまり。える考

 

 

、

社会背景

について社会的背景する関に遠隔学習の「坐禅」と」ヴァイオリン「における本研究

する関に遠隔学習の坐禅ヴァイオリンと　1.4

 

 

。

ヴァイオリンについて　1.4.1

べることとする各々述

されるように

個

拡散

を先生のヴァイオリンの、町しようとすると学習ヴァイオリンを、これまでは。なった

が情報ページによってWeb、することにより普及インターネットが

す

音

探

の、大手また。となった可能すことが探を講師のヴァイオリン付近ページでWebように

を先生によってピアノの普及インターネットの、ところが。があった必要す探に人的

も

しすること

教室

後押を増加の人々する希望を学習なヴァイオリン、潜在的これらは。した増加

する開講ヴァイオリンレッスンを、しやすくなり募集を講師がヴァイオリン楽教室

 

す

。

開校オンラインのヴァイオリンスクールを、のように」アカデミー、「葉加瀬さらに

となった

だけで

、本研究

、年齢

そこで。できるようになってきた対応に学習者のヴァイオリン世代な、多様なく

がり下し少のハードルが際する受講ヴァイオリンレッスンを、れ現も教室る

5



における

システム

教授者

通話ビデオ、には。実験った行に実際したレッスンを利用システムを通話ビデオ

するヴァイオリン居住に海外と学習者するヴァイオリン居住に、日本では

 

教

。

したヴァイオリン利用をSkype、から分析結果の相互通信映像した録画その、そして

いた用をSkypeのある、汎用性でき利用で無料として

 

 

。

について　坐禅1.4.2

なった行を検討について有効性の育

マインドフルネ

現代社会

。

い多ストレスの、げられるようになり上り取んに盛メディアで、が言葉スという

している増加が人う行を坐禅に、実際ち持を興味に瞑想や近年、坐禅

、厚

 

においても

。けられた義務付から年2016が制度」ストレスチェック「して対に各企業により生労働省

企業の、国内また。まってきている高が関心する対に瞑想や坐禅において

IT

  

米国

）(Pickert 2014。てている役立に解消のストレス、社員れ入り取を瞑想や坐禅などが企業

などの社Facebookそして社、Intel社、Google、においても企業の、海外さらに

われるようになってき

しようとする

行

体験を坐禅） 2019市川高等学校（、） 2019気比高等学校付属中学校（。た

んに盛みが組り取する活用に授業を、坐禅においても学校 

際、適

坐禅体

する

な、潜在的したがって。である困難に、一般的すことが探を指導者できる指導に切

実践を、坐禅しかしながら。がなければいけない仰を指導に指導者な、適切と

）

、割合

黄檗宗

これは。である軒990は寺院っている行を坐禅会そのうち、あり軒20732、が数の

・曹洞宗・臨済宗（禅宗寺院の。全国である現状できていないのが対応に験希望者

、東

）

は

1図（。がある傾向い高が比率して対に地域人口より坐禅会実施寺院の日本

坐禅会実施寺院における、西日本すると比較に、地域別また。である4.7%、として

 

6



　　　　　　　  

 

］

寺院数

取得ネットより曹洞禅サイトおよび公式 黄檗禅・臨済禅は禅宗寺院数の全国［

っている行を坐禅会と地域別人口1 図

 

利用

にとらわれることな

インターネットを

時間的制約・、地理的いることによって用システムを通話したビデオ

、にいても場所れた離く遠が指導者の、坐禅では、本研究そこで　

 

この

。

、できれば確認することが機能に有効スタイルが遠隔学習する提案において本研究

した検討について手段けることができる受を指導の坐禅く

 

 

。

　

える考になると可能が坐禅指導まんべんなく、せず依存に、地域し解消りを偏

7



遠隔学習研究 ヴァイオリンの章　2第

 

 

　先行研究

。べる述について比較との本研究と、先行研究ここで

2.1

アカ

すタイプのオンディ

「葉加瀬

流で一方通行を映像サイトにおいてWeb、これは、があるが」デミー

の、前述として学習教室したオンライン利用をICTに学習ヴァイオリンの

リア

 

、

。ましい望が方スタイルの学習われる行が指導の、双方向つ且ルタイム

において学習く磨を技術で、実践のような学習ヴァイオリンの。である方式マンド

めるかについ

形成、

高

の。技術習得、指向性った行を「質的分析」についての、指導者するために検討て

がいかにパフォーマンスを学習者ヴァイオリン、）は2007ほか（北村

されて

、

構成

い行してインタビューを対に人々わる携に指導これは 。らかとなった明が点いるという

のメンタルモデルが指導者によって要因という３つの構築の、支援的環境そして

 

量的

。

し録音を音声の演奏ヴァイオリン、として、量的分析）は2012（斎藤・、鈴木また

である研究による「質的分析」した分析データを発話られた得そこから

：

け

」「音量

分でカテゴリに評価要因つ4の」Tone：」「音色Tempoテンポ：」「Musical Volume

Musical Interval：「音程データを録音の、演奏として。手法った行を分析

 

教授者、学習者双方同

。

を模様その、け受がレッスンを学習者から、指導者しかしながら

した分析て

だ

」「姿勢」

未

Bowing」「Musical Interval」「Tone、「コンクールでは音楽の。実際にない

は研究した「量的分析」そのデータを、して記録に）リアルタイムで人同時に（２時

 

を

。

評価しているのかという演奏に正確を楽譜に如何から音楽と、映像においては本研究

）不明ce ffiSakura Music Oされる（講評によって評価要因という５つの「音楽性」

」「音

評価要

Strength

これらの、し分類つカテゴリに5という」Rhythmリズム：」「Phonetic Value：価

さ：」「強Musical Interval：」「音程Tone：「音色を、評価要因うため行

定量

。情報通信

を

する検討するかを機能に有効が遠隔教育ヴァイオリンの、することによって化

、上達度し分析を音楽と映像ヴァイオリンレッスンの。う行を量的分析によって因

えうるレベル

8

耐ヴァイオリンのレッスンに、にし可能を双方向通信の音声・、映像が技術



提案

 

において

。する

本研究を方のあり教育しいヴァイオリン新これまでになかった今、となった

 

利

　　研究方法

をSkype、に教授者の在住フィンランドのヘルシンキ、が学習者する居住に日本国内

2.2

。動画

。

した

である英語は言語している使用で内

採用として研究題材を双方向映像している受講したヴァイオリンレッスンを用

 

　　　　　　  

 

ったヴァイ

映像　

使をSkypeで頻度の度1に、月り渡に年間11まで現在から年2008、は学習者

ビデオ遠隔指導の　実際2図

を

示

楽曲

に1表したものを選択を曲のある４特徴それぞれ、に為の比較対象２）図（。した選択

の種類したものから４録画を双方向通信映像その、けており続オリンのレッスンを

 。す

9



 

 

楽曲した選択として　研究題材1表

を

 

」

。した使用として楽譜

スズキ・メソード「されている評価で、国内外しているように報告）が2007（伊藤

、「練習曲」「表現重視」

することが

として

比較検討を上達度するレッスンの対に曲の、各々し分類と 重視」テクニック「

特徴それぞれの、し分類で「中級曲」「上級曲」を楽曲

 

きな

。

聴がそれを、教授者し演奏を題目めに初がレッスン、学習者としては内容レッスン

した選曲できるように

いについて

 

度合

。した検証

の、上達度をし演奏が後、再度、学習者その。える与がらアドヴァイスを

インストラクターをしているヴァイオリニ

著

年間以上

いながら伺を意見の、評価者びデータを講評及た得から、評価者また。した依頼ストに

10にて教室ヴァイオリン、は評価者

 

Musical 

。

“,”Tone、“コンクールでは音楽の、実際したように示で先行研究の章２第

った行を分析に共と者

される

に

講評

正確を楽譜に如何から音楽と、映像においては。本研究）不明ce ffiSakura Music O（

によって評価要因という５つの“音楽性”, “姿勢”, ”Bowing“, ”Interval

Musical 

つ

：

5という」Rhythmリズム：」「Phonetic Value：」「音価Strengthさ：」「強Interval

」「音程Tone：「音色を、評価要因うため行を評価しているのかという演奏

10



評価要因

 

の

。った行を評価によって段階尺度）３適切3:、がある余地の改善2:不適切、1:を（

種類これら５、い行を量的分析によって評価要因これらの、し分類カテゴリに

 

そ

評価

演奏の度目と２演奏の度目が１、評価者は3。図す示ごとに楽曲を結果た得から評価者

と　実験結果2.3

 

 

。

。した定量化を上達度つまり推移、の改善点の、演奏前後これらのデータから

である楽譜の実際んだ込き書を改善点の、学習者れぞれにおいて

　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　  

 

楽譜

］Corelli : Allegroアレグロ［

の演奏後・演奏前3 図

11



できるよう

 

、比較

）4図（。した表にレーダーチャートで

）2 表し（数値化を部分りの誤における演奏の度目と２演奏の度目１

 

 

）

］日9月12年2015日　った行を分析］［日2月12年2015講評　による評価者［

分40約：時間レッスン日映像記録　15月12年2012（

 

リズム

＞分１０開始後＜

 

曲想

。すぎる…規則的

演

 

じながら

。すること演奏レガートで、るのではなく切を音スタッカートで。するように奏

感フレーズを、がり広きな大に中の、曲みたいではなく練習曲に…機械的

 

 

。

＞分２０開始後＜

た出来すことが直をして理解すぐに、しては関これに→

 

 

ボウイング

。くこと弾まっすぐ。になるように直角して対に弦が弓・　

 

 

、

。るように出来コントロール　　

につけるなど弦をしっかり毛の弓幅、弓う。使れている暴が…弓のコントロール弓・　

 

 

。

。くするように速るときのスピードを移へ弦の　　　　　他

きすぎる大が角度るときの移に弦の他から移弦…弦・　

はかかってい

 

、少々時間

。る

すことはできたが直して、理解これらボウイングについては→

12



 

 

比較表りの誤の前後ける受からのアドヴァイスを教授者2 表

　　  

 

：

図

、音色において演奏）のAllegro 以下（”Corelli : Allegro“である練習曲レベルの中級

におけるチャート演奏4  Corelli : Allegro図

 

となっ

）

結果された改善らかに、明ても見を面積の度目と２面積す表を改善点の度目１　

4図（。であった特徴的が改善点のTone

 。た

13



 

演奏

］

）のSonata以下（”Eccles: violin sonata G-minor 2movement、“に同様とAllegro

Sonataエックレスのソナタ［

 

 

。

）分弱３０時間レッスン日映像記録　26月1年2013（

す示に5図を上達度における

 

 

］

＞分５開始後＜

日11月12年2015日　った行を分析］［日2月12年2015講評　による評価者［

 

 

テンポ

。いでいる。急すぎる速にテンポが全体的・

 

 

された

＞分１５開始後＜

改善になり演奏いた着ち、落とすことで落テンポを→

 

流

ボウイング

が。川きみたいになっている動ってロボットの入が力に。肩いている弾のように機械・

 

っているかどうか

。

入が力に。肩なかった出来なかなか、くというのが弾いて抜を力の肩→

かすように動を、弓いて抜を力の右肩れているようなイメージで

したと

くことによってイメー

、実行

、弾う歌が先生れのイメージというのも流の。川された改善ころ

くようにアドヴァイスし吐って吸を、息が。先生ではわかりにくい自分は

 

 

。

＞分20開始後＜　

された改善することができて理解ジを

 

、

曲想

わりになってくると終の。曲すぎる機械的じで同までリズムもテンポも最後から最初・

 

 

。

。すことができた直めたようで掴すぐにイメージを、のジェスチャーもあってか先生→

わっていくように終として落にテンポを徐々

14



 

 

見

図

が改善点に:Tone同様、音色Allegro。である曲した重視を、表現だが曲レベルの中級

におけるチャート演奏5 Sonata図

結果

 

る

。となった

劣が上達度よりAllegroは、上達度においても演奏の度目2の後レッスン、られるが

 
［

長調ホ　協奏曲　バッハ

J.S.BACH: Concert for Violin, strings and Basso Continuo E-major  

　“

］

以下

 

（

。す示に6図を結果に同様）もConcert

”J.S.BACH: Concert for Violin, strings and Basso Continuo E-major

 

 

）

］日21月12年2015日　った行を分析］［日12月12年2015講評　による評価者［

分60時間約レッスン日映像記録　24月5年2014（

 

音階

＞

セカンドポジションでの

分５開始後＜

 

 

、

。けるようになった弾で音程な、正確きながら聴をよく音の自分→

 

 

＞

ハイポジションでのボウイング

分１５開始後＜

15



 

音

。

のポジションのことで以降ヴァイオリンのサードポジション、（ハイポジションとは

げるように上を、楽器くために弾るく明を音色・ハイポジションでの

のバラ

け

接触

受を圧力からも下げて上を、楽器だけでなく圧力からの。上になってくる重要ンスが

の弦と弓より、にするためには音色るいクリアな。明がこもりやすくなる色

 

しな

）

返り繰を、され注意て真似ては見を見本の、先生なかったが出来なかなかすぐには→

。にいく

 

 

。

＞分３０開始後＜

されていった、改善がら

 

み

ボウイング（ロングトーン）

力な不自然みをのせることで重にのせる（指し右人差みを重の、右腕いて抜を力の肩・

させてたくさ

 

運弓

。うように使ん

に平行と、駒を弓）。になる音色きのあるやわらかい、響とし不要を

弓

 

みをのせて

）。います思いかと良いても省かいので。…細みをのせるように重に右小指になると元

重に指し右人差のほうでは弓先→指導ロングトーンの…ですが部分かい細（

をオープン

ボウイングはすぐ

、腕

、ただ。されていった、改善て真似て見めないなど）を固を脇にして

をぬく力いて吐を息のジェスチャー（、指導者はかかってはいたが時間→

。 においてもされていた曲はどの指導じような同ではないので簡単くなるほど良に

 

 

＞

音階ハイポジションでの

分40開始後＜

 

 

わらないように

。くこと弾いて置を弓くに近の、駒すために出を音・ハイポジションではしっかり

変（イントネーション）が音量、発音に時の移弦・

  

 

）

けて付を気に音程・

。さくなります小は音量くと弾くで、指板近きくなり大は音量くと弾よりで駒（

い

 

聴

。だった様な得意は音階ているため

をしっかり音の自分がよく、耳は。学習者されていった、改善しながら練習か何度→

16



　　　  

6  Concert図  

や

図

、して比較と曲レベルの。中級である曲の表現重視に同様ソナタ、で曲レベルの上級

におけるチャート演奏

改善点

 

において

。されている改善に大幅で演奏の度目2の後レッスン、しかしながら。されている指摘が

:Rhythm・リズム:Musical interval音程・:Tone、音色いため高か難易度や

 

 

］

　

Kreisler: Praeludium and Allegroプレリュードとアレグロ［

、 レベル）も 上級に同様ConcertPraeludium以下（Kreisler: Praeludium and Allegro

。 結である のPraeludium曲の重視テクニック、いは違とのConcert、しかし。である曲の

 

 

。

）分60時間約レッスン日映像記録　1月11年2014（

す示に7図を果

 

 

］

＞分５開始後＜

日14月12年2015日　った行を分析］［日2月12年2015講評　による評価者［

曲想  

 

になし

＞分１０開始後＜

…特について

17



 

 

ボウイング

える構げて上を方、楽器え構の楽器くときの弾を線G方…き弾の線G・

 

 

る

すること注意らないよう切を奏法…音・レガート

擦を、弦せて伸みを重に弓しっかり　　　　　　　

 

 

。

＞分15開始後＜

げる上を。楽器をコントロールすること弓圧へかける、弦いて抜を力の重音奏法…肩・

き  速弾 仕方…符点練習の練習の部分の

 

　　

ができた修正して理解もすんなり分野どの、ったものの戸惑し少しては関ボウイングに→

 

 

、

図

い違とConcertした重視を、表現であるが上級曲じ同

におけるチャート演奏7 Praeludium図

:Musical  音程・:Tone音色

に

 

演奏

。となった結果がみられる改善に大幅で演奏の度目に２同様と曲の３、他ついても

のPraeludium。されている指摘が改善点についての:Phonetic Value音価・interval

となっ

。

結果

た

がみられる改善点な、大幅において楽曲演奏すべての曲における４本研究
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度

考察

の上達して対に楽曲つ持を特徴な、様々することによって客観視して定量化を上達度

の遠隔学習評価ヴァイオリンの　2.4

ることに

したヴァ

経

利用をSkype、このことは。された示唆がることが上らかに明が、上達度よって

レッスンを遠隔ほどの時間1、として結果の。実験することができた測定いを合

 

そ

。

。した分析を指導行動と表現指導観の指導者ヴァイオリン、は ）2003ほか（Nakai

している示することを機能に有効が遠隔教育イオリンの

えている

いるこ

考

用りを手振り身振や表現な比喩的に学習者が、指導者で中その。らかにした明かを

についてどのように表現の音楽が指導者じてヴァイオリン通を分析その、して

であると

 

可能

。されている示唆

えることが与づいたアドヴァイスを基のイメージに自分に、学習者とにより

: J.S.BACH: Concert for Violin, strings and Basso Continuo 

、身

長調

で中の映像もレッスン、教授者しているように言及で講評内が評価者し関に」E-major

ホ 協奏曲 バッハ「

これ

して

。

利用をSkypeとなる可能）なレッスンが同期的(リアルタイムでインタラクティブ、は

えていることがわかる与にわかりやすくイメージを学習者して駆使りを手振り振

め

 

認

。となった結果られる

が有効性の遠隔教育けているような受でレッスンを同室内あたかも、であり利点いる

しているの

これによ

理解

。えていることがわかる変を位置える見の楽器や適宜、姿勢じて応に、場合で

っているかをよく映がどう自分自身はカメラに、教授者で双方向映像内

スタイルが

にウェアラブルカメ

教育

学習者と、教授者するには活用さらに、を効果この。されている確立

な効果的より、となり可能せることが見を映像な適切して対に、学習者り

え

 

考

。る

がるのではないかと広が選択肢の指導方法より、にあたると指導して追加装着ラを

テレコミュニ

なテレコミュニケーショ

、

代表的）8図（。している活躍で分野な様々ケーションロボットが

して活用を通信ビデオ双方向した利用インターネットを、近年、また

、世

な

め

制約な地理的として”double“二役の企業役員り、文字通において企業のグローバル界中

始ホワイトハウスを、などは“Double”の社DoubleRobotics、米国ンロボットとして
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）(LAPOWSKY 2015。している活躍く



 

　　　　　　　　　　　　

　

 

をインターネット

”

遠隔地のようにSkype、のテレコミュニケーションロボットは自走式

Double“テレプレゼンスロボット8 図

自由自在

 

を

。えることもできる変を視線する対に相手さらに、させることができ移動に

本体ロボット、から、遠隔地えるだけではなく行を通信のビデオ双方向ぎ繋で

すること

 

利用

。である可能することが採用を教育方法な多様より、によって

に遠隔教育このようなテレコミュニケーションロボットをヴァイオリンの

によ

 

恩恵

。できるようになったのである提案が教育方法な、画期的えて加のレッスンに、従来り

できる活用インターネットを高速通信つまり環境、った整な利用可能をSkype

につき

いた

生徒

用で。本研究している指摘を点ることができないという見きりのレッスンしか一度

の人1、などによって制約な、時間的のレッスンでは、従来）は2009（　越後

する

返

記録

り振のアドヴァイスを指導者や動作の自身も何度のために、復習となるので可能ことが

に同時を映像の、双方することによって利用に指導レッスンを遠隔によるSkype

 

それ

。

。している言及についても問題点の教授法ヴァイオリン、）は2009（、越後また

におけるアドヴァンテージとなる遠隔指導にはない、対面指導これは、ることができる

フィン

されて

、

構築に既が、信頼関係そのため。けている受を対面指導ほどの年間1ランドにおいて

から教授者は学習者における実験の。今回である信頼関係の学習者と、教授者は
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。える考となったと結果がった上が上達度におけるレッスンもより遠隔教育おり



機

のレッスンにはな

に

、従来が遠隔指導するヴァイオリンの提案で、本研究えれば考すると能

有効によるレッスンが遠隔指導にとって学習者た経なレッスンを基本的で対面指導

遠隔指導方法

わせの

した

合み組しい新するスタイルとして補完それを、え加レッスンに対面からの、従来は

利用インターネットを、つまり。えることができる捉みと試しい新い

 

についての

。

問題の姿勢補正く弾ヴァイオリンを、となると遠隔教育った使を音声と映像

できる期待としても指導方法

矯正

ヴァイ

を

、いて於に音楽教室の大手の、現在しかしながら。することができないからである

姿勢の学習者に、演奏中が、教授者い違と。対面教育がしばしばあがってくる意見

だ

と

、対面指導

、遠隔教育つまり。することができるわけではないのである補正を姿勢の直接相手から

じられており禁れることは触に身体の学習者に際の指導の中オリンレッスン

しやすい

 

指導

。たないのである立り成において点この、は理論という

が方の対面教育がいるから学習者に実際に前の、目に際した比較を対面教育

において

 

展望

。べることとする述

の今後における章4、第は解決策する関に問題点についての姿勢補正この
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遠隔指導研究　の章　坐禅3第  

に

 

指導方法

。することである確認を有効性その、し比較と場合の対面指導ついて

の坐禅した活用インターネットを、をふまえつつ、先行研究は目的の　本研究

 
　先行研究

遠隔指導研究

3.1.1
の　坐禅3.1

 
を

増加

CD4/CD8

がわずかにCD4/CD8、として。実験結果なった行を検討についての免疫能として指標

や細胞活性）NKにおけるナチュラルキラー（、坐禅時）は1999ほか（樋口

まっ

 

集

。である名13修行僧の禅宗た

に接心会の、坐禅は。被験者している報告されたことを刺激が、免疫能し示を傾向

・王、河野また 身体

っ

が

行を、脳波実験して対に被験者の、坐禅瞑想中するために解明を生理学的影響ぼす及に

変化の心と、脳べ調を意識変化な内的の脳の、坐禅中）は1994（

気功師

2

は

僧侶の禅の日本人男性は。被験者があった増減の多少しては関に被験者の、僧侶し安定が

、心拍数として。結果っている行を、実験し注目にも呼吸数と、心拍数また。た

 

っ

。

行などを瞑想、気功における、坐禅）は1996（櫛田・、河野として例の僧侶以外の禅

である名4計の名2中国人気功師と名

、

、被験

うのと

において。実験となった結果される示ではっきり脳波測定が差の意識における気功

行を瞑想で。坐禅した計測を呼吸、心電図に中心を、脳波して対に被験者ている

 

単一矩型

。

を生体変化の際なった行を坐禅による、同一個人）は1996（櫛田・、木戸また

である名１経験者ある年以上20が坐禅経験は者

で

っ

経絡

入に。坐禅中、瞑想れた現しく著が減少）分極後電流（AP、くなり強が副交換神経支配

の胃経や、脾経において。実験なった行を計測で近赤外線分光）とSSVP（法パルス

経

 

の

。であった男性ある年以上20が験

、坐禅で名は１被験者において実験この。となった結果す示さを深とその過程ていく

、

減

え

のAP坐禅中、として。結果げている上り取として実験を生体計測における坐禅さらなる

加に結果の脳波測定）の1996（櫛田・河野の、前述）は1997（櫛田・、木戸じく同

は

 

被験者

。まれる望が研究結果における複数被験者さらなる、であり人１経験者の年22が坐禅歴

の。実験している示唆すことを表を鎮静状態した安定が、心これは、られ見が衰

がリラックス

22

、坐禅し測定を心拍数、心電図の、坐禅中）は2011（鈴木・、足達さらに



としてい

 

被験者

。る

を名６、男子大学生は。実験方法している示唆するものであると誘引を

の

 

坐禅中

。によるものである理由の以下それは。とした指標す表いを度合き着ち落

のデータを、心拍数についてはⅠ遠隔指導実験の坐禅における、本研究そこで

それ

、副交感神

副交感神経

し低下が。心拍数している報告できることを評価に定量的を指標の機能ぞれの

と、交感神経データから時系列の脈波伝播速度と、心拍）は1999（岡田

えられ

 

考

。るからである

かされてくると活が、坐禅法くことにより続が状態リラックス、になり優位が経

坐禅希

坐

の

は、被験者するため検討するかを機能に有効がいかに指導方法する、提案して対に望者

一般ではなく修行僧している精通に、坐禅いは違の先行研究とⅠ、本研究また

対

 

に

。った行して

被験者の、複数は、実験さらに。とした者れる触に坐禅めて初または、い浅の禅経験

 
それ

　研究方法

、さらに、べ述について装置と技術ICTした採用で、本研究に前べる述を実験計画

3.1.2

 

 

。

］Skype［

べる述について理由した採用を機器ぞれの

、比較的

、高画

システムであり

があり通話機能ビデオ、また。ができる通話した、安定においても通信環境な低速

通話するインターネット提供で無料が社Microsoft、米はSkype

が

にも

指導

環境されない確保が、高速通信システムとして通話ビデオ、すため目指えることを行

の坐禅においても環境あらゆる、は主旨の。本研究である可能が通話の高音質・質

仕

3

についての

表を様

Skypeした使用に、実験えて加）9図（。した採用に実験をSkypeできる対応

　  

23

。す示に



 

 

 

遠隔映像

仕様3 Skype表

による9  Skype図

 

 

テレプ

［テレプレゼンスロボット］

、して利用を通信ビデオ双方向った使インターネットを、近年、したように　前述

なテレプレゼンスロボッ

 

代表的

。している活躍で現場の実際などが”Double“の社DoubleRobotics米国した、前述トとして

）10図（。している活躍で分野な様々レゼンスロボットが

双

さ

ぎ

移動に自由自在を本体ロボット、から、遠隔地えるだけではなく行を通信のビデオ方向

繋をインターネットで遠隔地のようにSkype、のテレプレゼンスロボットは自走式

、

指導手段

において

な多様より、したのは使用に遠隔指導の坐禅を”Double“テレプレゼンスロボット

実験の。今回えることもできる変を視線する対に相手さらに、せることができ

 

　

。するためである検討について

 

24



することがわかれ

できるので

機能

解決を指導者不足の際う行を坐禅つまり問題、となっている懸案で、本研究ば

に有効において遠隔指導の坐禅テレプレゼンスロボットが、また　

と

、

iPad

するシステムであるが通信を音声と双方向映像してリアルタイムで利用のアプリをSkype

された格納に、本体は”Double“テレプレゼンスロボット。える考はなかろうかと

 

 

。す示を仕様で4表に、同様があるので差異とハードウェアについてSkypeの前述

 

 

テレプレゼンスロボット

”仕様Double“テレプレゼンスロボット4 表

10図
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　 ［モーションキャプチャ］

　 モーションキャプチャに

 

、

。している報告を手法よる

について計測手段のための把握の、身体動作）は2009（古川

であ

 

技術

。することができる表現でPCし再現したデータからバーチャルなキャラクターを、記録り

する記録に的きをデジタル動の物体や人物の、現実モーションキャプチャは　

を

して

重心位置

報告されたと体得が姿勢にベストな自身に、最終的けて続を、試行錯誤り渡に年間７

が、被験者で中の。実験った行を測定の姿勢における、坐禅）は1993（平井

正

装置

ではなく

モーションキャプチャ、では。本研究である可能することが表現に客観的を姿勢しい

主観の、被験者すれば利用を装置モーションキャプチャ、しかしながら。いる

すること

の

化

坐禅ばず選を場所で、無線接続これにより。した採用を装置の駆動式ができるバッテリ

なデータをリアルタイムでデータ、正確し接続して介ルータをWi-Fiを間のPCと

 

 

）

。す示に5表を仕様のPCした使用と装置モーションキャプチャ、また

11,12図(うことができた行を実験

 

 装置モーションキャプチャ11 図
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様子

仕様のPCした使用と装置モーションキャプチャ5 表

った行を坐禅して装着をPERCEPTION NEURONに　実際12図

 

27



するた

のみとモーショ

比較

音声のSkype、さらに。った行を実験の種類4したように示で6、表め

を場合する指導で、遠隔と場合する指導で対面を、坐禅として実験計画

が

実験

。被験者

れて入を休憩の分5、計測後約とし分間3を為、坐禅時間の初心者の坐禅いずれも

した追加を実験う行で遠隔を姿勢補正の坐禅時いて用を装置ンキャプチャ

。 した返り繰を

）　　種類4+1（　実験比較表6表

 

 

 

コミュニケーション

。である対面指導の1対1被験者、と指導者である坐禅指導方法の従来

対面における場所の同一が被験者と】坐禅指導者A【実験

 

っ

によるコミュニケーション

行を指導による音声と映像から遠隔地いて用をSkypeシステムとして通話ビデオ

音声＋】映像B【実験

の

 

被験者、岐阜県

。した配置を指導者の坐禅に寺院

に寺院の、兵庫県ぎ繋でSkype、を寺院の岐阜県と寺院の。兵庫県た

するため

、

計測

につけてもらい胸部）をPolarH7（心拍計の社製POLARフィンランド、に

を、心拍数には。被験者である名4男性計の代40と代30、は　被験者

） 13図(。した計測を心拍数させ連携スマートフォンと、により接続Bluetooth リアル

。

 

した

）14図(

定量化に秒毎6し測定みで秒刻1のデータを、心拍数なため可能が計測タイムで

28



　　　　　　　　  

 

 

）

　　　　　　　　　　　　

(PolarH7社製心拍計13  POLAR図

　　　　　　  

 

 

心拍数計測

指導のみによる音声から遠隔地いて用をSkype】C【実験

による接続14 Bluetooth図

なっ

じさせないように

行

感を気配に、被験者し排を映像るプロジェクターの映が。指導者た

を指導のみで音声わず使を、映像から実験いた用をSkypeなった行でB実験

する

。

確認

ことができるようにした

）を姿勢の坐禅(座相の、被験者いて用を映像のSkypeからは。指導者側した
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のテレプレゼンスロボット

遠隔指導

社DoubleRobotics、わりとして代の指導者の坐禅

した利用テレプレゼンスロボットを】D【実験

  

 

）

　　　　　　　　　　　 

15,16図(。みた試を遠隔指導し使用を”Double“

　　　　  

30

遠隔坐禅指導現場った使を Double　15図



　　　　　　  

　　　　　　  

 

遠隔坐禅指導

遠隔指導による装置えモーションキャプチャ加に音声のSkype】E【実験

の実際した利用を”Double“テレプレゼンスロボット16 図

モーショ

で

為、

。本研究った行を坐禅指導に、同様してもらい装着に被験者を装置ンキャプチャ

できない確認を座相では実験った使のみを音声のSkypeった行でC実験

に

をリアルタイム

実験

姿勢の被験者の坐禅中で、遠隔し利用を画面共有機能のSkype、し採用

）を11図(」PERCEPTION NEURON装置「のモーションキャプチャ、米国製は

 ）17,18図(。った行を、指導し補正・確認で
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姿勢補正画面によるリアルタイムな機能モーションキャプチャ17 図

 

 補正を姿勢の背筋して利用モーションキャプチャを18 図

32



 

 

　実験結果

。す示に以下を実験結果の種類5する対に被験者の名４

3.1.3

 

　　　　　　

】A【被験者

 

変化　 ）の (2015.12.22心拍数の坐禅中のA被験者19 図  

。結果

した

である

利用のみを音声のSkype、と心拍数の際の対面指導にした前の目を、指導者として

坐禅経験めての初が、今回く無が坐禅経験で男性の代30、はA被験者

み

 

組

。となった同様が推移の心拍数の遠隔指導わせ合

とモーションキャプチャデバイスの指導のみによる音声のSkype、び遠隔指導、及

33



 

　　　　　　　

】B【被験者

 

 

と

）

。結果である坐禅経験めての初が、今回く無が坐禅経験で男性の代40、はB被験者

(2015.12.22変化　の心拍数の坐禅中のB被験者20 図

遠

 

した

。となった同様が推移の心拍数の隔指導

利用のみを音声のSkype、と心拍数の際の対面指導にした前の目を、指導者して

 

　　　　　　　　　　

】C【被験者

 

 ）(2015.12.28変化　の心拍数の坐禅中のC被験者21 図
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。結果

音

である

のSkype、と心拍数の際の対面指導にした前の目を指導者に同様とA、被験者として

坐禅経験めての初が、今回く無が坐禅経験で男性の代30、はC被験者

とモーションキャプ

 

指導

。となった同様が推移の心拍数の遠隔指導わせ合み組チャデバイスの

のみによる音声のSkype、び遠隔指導、及した利用のみを声

 

　　　　　　　

】D【被験者

 

 

坐禅経

）

めての初が、今回く無が坐禅経験に同様と名3前者で男性の代40、はD被験者

(2015.12.28変化　の心拍数の坐禅中のD被験者22 図

音声

とモーションキャプチャ

の

指導のみによる音声のSkype、び遠隔指導、及した利用のみを

Skype、と心拍数の際の対面指導にした前の目を、指導者として。結果である験

  。となった同様が推移の心拍数の遠隔指導わせ合み組デバイスの

35



 

 

考察

。げられる挙が点4の、以下することとして共通に感想た得から名4、被験者まず

の遠隔指導実験結果の坐禅とした指標を　　心拍数3.1.4

 

かな

。

着ち落じがして感られている見から、遠隔地において実験した利用を Skype）2

になる気が音においてモーターの実験した利用ロボットを ）1

 

 

。

。にならなかった気が視線の、人では実験した利用のみを音声通信の Skype）3

い

如

大変良

が

ることができるのは見に客観的を姿勢の。自分がっているかがわかった曲に何

背筋の自分される補正を、姿勢うことによって使を装置モーションキャプチャ ）4

違和感

 

し

。れない知しリラックスできたかも少つけていなければもう、があり

少していると装着を装置モーションキャプチャ、になるのは。気った思いと

」、

に

える

坐禅中という、「数息観」えるには整を。呼吸である」える整を心：「調心そして

整を呼吸：」「調息える整を姿勢：、「調身なのは重要も、最において坐禅

。実験中、指

、対

られている

これは。される教示が方法す正を姿勢そして、び学を方法の呼吸ず、先から導者

知が修養方法える数を数の際す出き吐を息に呼吸、主の自分

そ

 

、

。である方えられ与の指導の

は点するべき比較がなされているので教示の内容じ同において遠隔指導と面指導

によ

ロボットによ

音声

「そして」、によるコミュニケーション」「音声るコミュニケーション

＋」「映像コミュニケーション対面における場所じ、「同において本実験

 

坐

。

われる行に、一般的られるように見して共通に19,20,21,22、図から結果の実験

した比較を」コミュニケーション遠隔る

遠隔

におい

のみの

心拍数変化の坐禅中によるコミュニケーション）における以下、音声（指導

音声した利用をSkypeコミュニケーション）と以下、対面（対面指導の禅

 

、対面

。

によるコミュニケーションでは音声＋映像した利用をSkype、しかしながら

られた得が結果の同様ほぼ、て

テレプレゼン

から

、

感想の被験者の、前述コミュニケーションにおいても遠隔した利用スロボットを

さらに。ることができなかった得を結果の同様コミュニケーションと

、対面

36

があり問題という」でない状況ができる坐禅いて着ち落かに「静えるように伺



 

、以

。

には『坐禅儀』られる知として書める勧に、人々らかにし明として法規を坐禅

ることができなかった得を結果の心拍数変化の同様コミュニケーションと

 

、威

）

をかけ衣帯ゆるく、き敷を坐物く、厚において、閑静処するとき欲せんと「坐禅

 1982平田（。のようにある下

 

された

」

使用で実験の、今回であり必須に際う行を坐禅が環境かな静つまり閑静処、

す結跏趺坐しかるのち、ならしめ斉整をして儀

えられ

 

考

。る

げたと妨うのを行かに静を坐禅が、被験者は音等するモーター発ロボットが

、無

かないということ

にはならないが

着ち、落では状態されている観察に人から側こう向なカメラの機質

、気しては対られていることに見に指導者で、対面指導さらに

の

 

状態

。れている現に結果していたという安定が、心拍数において実験

した消を気配の、指導者し利用のみを音声通信のSkype、これは。がわかった

対面

っ

これまで

使などを通信したビデオ利用インターネットを、を指導の坐禅なってきた行を指導で

、そこで。である困難つけることは見に簡単を指導者う行を坐禅指導

を

 

、坐禅指導

。けることができる受

にとらわれることなく制約な、地理的うことができれば行を遠隔指導て

し

らかと

比較

明することが機能に有効が遠隔指導の、一部に同様と、対面指導で中その。た

を遠隔指導の種類な様々と対面指導の、坐禅によって実験における本研究

 

れ

。

入り取を指導方法による、遠隔えて加に坐禅指導による対面の、旧来これにより

なった
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。できるようになったのである期待ることが



 

遠

応用

した利用をSkype、し比較を遠隔指導と対面指導の、坐禅においてⅠ実験の今回

へのⅡ　研究3.1.5

の

検

、複数

するかどうかを機能に有効それが、ぎ繋で遠隔を指導者と、学習者して対に学習者

つ多様、且さらに、は。今後らかになった明することが機能に有効が隔指導

、心拍数測定

基

のみではなく

に指標な多様より、え加も生体反応実験による脳波データや心拍変動られる得から

心拍数とした指標で実験の、今回また。がある余地する討

用

に

にも

客観的し化もしくはデータ録画、を変化の姿勢の坐禅中となる模範の、教授者いて

対面指導を装置モーションキャプチャ、さらに。がある必要性う行を実験づく

 

Ⅰ

。

。本研究ぐこととする繋へと」Ⅱ研究の「坐禅の、次章については検討これらの

える考できると期待も活用方法な等、様々する確認を姿勢の教授者

姿

 

の

。らかとなった明であることが指導方法のみでの、音声し排を映像の

指導者し利用をSkype、は方法した適も最に遠隔指導の、坐禅から結果における

、前

がイン

から

坐禅指導者にいる、遠隔地つまり。することとする踏襲を指導実験方法の述

知見られた得より」Ⅰ、「研究においては」Ⅱ遠隔指導研究の次章「坐禅

してさら

 

対

。う行を、実験し設定を評価基準な客観的に

に坐禅学習者くの多より、し利用のみを音声のSkypeした利用ターネットを
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Ⅱ

　先行研究3.2.1

遠隔指導研究の　坐禅3.2

 

R-R

］

、し記録・測定を心電図の、坐禅中として被験者を、禅僧）は2000ほか（峯岸

研究についての脳波および心拍変動の瞑想中や坐禅［

結果、安静時

 

その

。であった優位がより、副交感神経活動が方の坐禅中より

。った行を評価の、自律神経活動によって周波数解析の波間隔変動

測定

優

を

が副交感神経系活動は結果、坐禅中その。らかにした明を状態の心身の、坐禅中し

変化の脳波および心拍、呼吸の、坐禅中において名7、禅僧）は1978（安東

がリラックスしなが

 

、心身

。された示が状態な活発が活動の、脳らも

しており持続を一定水準も活動の、交感神経系となるが位

 

と

］

機構のフィードバック、生体のことであり変動な周期的の、心拍間とは心拍変動

研究とした指標）をEEG（脳波）とHRV（心拍変動［

。 している関係く深 R-

HF: High 

（

（、高周波成分し計算を密度データからパワースペクトル時系列）の間隔R

間隔の、心拍変動わっており関に密接と機能の自律神経に特

われ

から

使

0.05Hz、は領域の成分LF、であり0.40Hzから0.15Hz、は領域の成分HF。る

が値した積分化を強度）のLF: Low Frequency（低周波成分）とFrequency

優

 

のどちらが

。ることができる知であるかを位

交感神経、副交感神経において、自律神経系これにより。である0.15Hz

受

がストレ

を

値LF/HFつまり値、った割で成分HFする関係と副交感神経活動を成分LFける

影響の、交感神経活動し分類に成分HFと成分LFによって周波数分析を心拍変動

データか

 

時系列

。できるとしている評価に定量的を機能の副交感神経と、交感神経ら

の間隔R-Rの、心拍変動）は1999（。岡田られている知として指標ス

検

さら

いて

。らかにした明であることを有効めて極に研究がストレス値LF/HF結果、した討

用を値LF/HFの心拍変動を分析ストレスの、精神負荷）は2010（、山口また

の

心拍

自律神経活動

の、坐禅中においても本研究 。した示であることを有効に客観的として評価指標

が値LF/HF、から測定結果の、心拍変動）は2012（大石・、小山内に
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。う扱として指標をストレス値LF/HF、し分析られたデータを得から測定の変動



ったもの

にイライ

扱

、逆し出現に場合リラックスしている、）は13Hz～8周波数（波α、く多は

として指標の研究の瞑想や坐禅を、脳波）によると1993（、杉下さらに

するとして

 

出現

。いる

））が30Hz～13周波数（波β、かないときは着ち落や状態ラしている

 

 

。

］研究した利用を脳波計と心電図の民生用［

とする指標いの度合をリラックス比率の波βと波αこの、では本研究

で

可能

。最近

が測定の心電図のポータブルデバイスで、民生用により向上な飛躍的の、技術は

いられてきた用が心電図計な高価で、大型には実験による従来、心電図

 

判別可能

。

が思考の学習行為中の、学生いて用を、簡易脳波計）は2012ほか（坂本 

になった

利

を

を

比率の平均β/α、し記録のパワースペクトルを波成分βと波成分αの、脳波して用

、簡易脳波計）は2012ほか（、平井また 。している分析であるかどうかについて

用

し

を

確認くなることを高が比率の波β/α、えられると与が課題しい難に、被験者いて

、簡易脳波計）は2016ほか（、石田さらに 。とした指標の度リラックス、いて用

 

モニター

。

心拍の型リストバンド、は POLAR V800-2社製POLARフィンランドの

た

心拍変動

心電

することにより

な、一般的であり。非侵襲的である可能することが取得データをリアルタイムで

接続Bluetoothいに互を本体およびPCセンサーと、胸部で

こうしたリスト

が

、

研究の測定データ心拍変動いた用に共と心電図計の従来モニターを心拍の型バンド

また。である測定可能データを心拍数に簡便よりも測定による図計

 

デー

。

。従来、脳波えている増システムが民生用脳波記録コストの、近年、低さらに

されている報告が妥当性の当該技術の際する測定データを、心拍変動われ行

発達

、

の

となり可能が記録の脳波した利用を脳波計なウェアラブル軽量コストで、低により

技術IT、されてきたが利用なシステムが大規模で、高価には記録な連続的タの

 

 

、

）2017（ Krigolson、）2016（Abujelala

）2015（Surangsrirat。されている報告であることが有効において脳波研究

のリス

、脳

社製

）23図し（使用）をH10センサー（胸部）とPOLAR V800-2（型心拍計トバンド

POLARフィンランド、するために記録のデータを、心拍変動では本研究
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使

）

を

24図(。する用

Muse脳波計のウェアラブル社製InteraXonカナダ、するために記録のデータを波

 

　　　　　  

 

　

センサー胸部H10と23  POLAR V800-2図

 

 

わ

ヘッドバンド

問を性別や、坐禅経験ではなく被験者のみの、禅僧いは違の先行研究とⅡ本研究

24 Muse図

多

、

より

また。することだからである検証であるかを可能することが体験を坐禅に人々くの

、は目的の。本研究したことである採用を被験者な多様より、ないことにより

である

に

現在

学習者の、坐禅これにより。した利用デバイスを簡易的れた優な利用可能からこそ

した発達が、情報通信技術せずに利用を機材な、本格的のように先行研究

に

つことが

最中

保を状態であるリラックス目的の、坐禅本来がストレスとなっては装着自体

の。坐禅となった可能うことが行を配慮えない与り限な可能してストレスを対

。 できないからである
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べる

　研究方法

述について実験のⅡ、研究け受を結果におけるⅠ遠隔指導研究の、坐禅の前述

3.2.2

に

 

被験者、使用機器、実験方法

。す示ついて

における、本実験べ述について意義のⅡ、本研究に前

用

み

システムを

試を計測において、実験しかしながら ）2016古井(。みた試を遠隔指導の、坐禅い

通信したビデオ利用インターネットを、においてⅠ、前研究は著者

のみで

行

初心者

を実験についても、経験者のみでなく初心者の、坐禅においてはⅡ。本研究あった

の全員坐禅は名4被験者した参加に、実験のみであり測定の心拍数たのは

か

実験

、心拍数測定

の、前回とし指標したデータを計測を脳波さらに、のデータ心拍変動られた得ら

のみではなく測定の、心拍数また。とした被験者構成な多様より、い

 

い

。

補を問題点と短所の前研究の、著者また、まえ踏を、先行研究は目的のⅡ本研究

った行を実験な客観的つ詳細且より

すること

 

検討

。である

するかどうかを機能に有効が指導方法の坐禅しい新した利用をICTながら

 

はある

》

経験けた受を名、対面指導8者くない全の、坐禅経験で男女の代50から代20

 被験者 《

15

実

合計

の、前述は名4のうち名15における、本実験また。した採用として被験者く幅広を名

の名2）僧侶の禅宗(熟達者の坐禅および名、5者はない経験けた受を遠隔指導が

 

 

。

》 使用機器 《

である月11から月9年2017は。実施期間である被験者じ同と名4被験者におけるⅠ験

に

 

共

。べる述

と理由した採用を機器それぞれの、について装置と技術ICTした採用で本研究

 

するこ

］

接続BluetoothとH10センサー、胸部のデバイスで社製POLARフィンランド

H10センサー胸部とPOLAR V800-2心拍計［

前述

装

）

に坐禅中が、被験者コンパクトなデバイスであるので、であり非侵襲的したように

23図（。である可能することが取得データをリアルタイムで心拍変動とにより

42



 

 

。

］Skype通信手段［

した採用に、実験がないことから違和感けても続を着

している

した

目指

安定においても環境されていない確保が高速通信で間との被験者と、指導者ため

えることを行を遠隔指導の坐禅においても環境下あらゆる、は本研究

 

。本研

。

した使用ルータをWi-Fiの仕様モバイル、として通信機器の実験の、今回また

した採用に実験をSkypeである可能が通話

すること

せず

検討

使用を光通信環境等されている確保が、高速通信そのため。だからである目的が

かどうかを可能が遠隔指導の坐禅においても何処にでも、誰は目的の究

 

  

。した採用を機器できる確保に、手軽く高が汎用性より、に

] 

）

ヘッドバンド

24図（。した使用ヘッドバンドをMuseの社InteraXon、には測定）の(EEG脳波

 Muse脳波計[

リア

に

、

。左右である脳波計の民生用することができる記録を電気的活動の脳波ルタイムで

することにより接続Bluetoothとスマートフォンを本体ヘッドバンド、はMuse

、帯域幅

されたデータをスマート

でサンプリングされ

。転送することができる探索を非球非対称性で60Hz～1は

220Hzチャンネルの4、ち持チャンネルを電極つの2各々

記

機

・

に有効で利用としての研究装置の、脳波べたように述で。前章することができる録

、表示し定量化で時系列を状態のリラックス、被験者し解析で側フォンのアプリ

かせな

 

抱

。した採用において、本研究のため設計コンパクトな軽量いほど

を違和感に、坐禅中と61gさ重で52cm×60cm、されており報告することが能

 

 

　　　　　

》 実験方法 《

整

 

を

。である方え考うという整が心おのずと、えれば整を、呼吸え

姿勢の。身体である「調身」「調息」「調心」したように、前述は基本の坐禅

を

し

実験

比較を指導のみでの音声のSkype、と指導いた用を映像Skypeの、坐禅指導者い行

の遠隔指導の坐禅した利用をSkype、）において2016古井（、前研究は筆者

におい

、遠

、坐禅指導

して対に対面指導の、従来では、本研究まえて踏それを。られた得を結果い良て

が方した指導のみによって音声い使をSkypeが結果、指導者その。た
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、指導

 

つまり

。った行で状態くした失を、気配し消を映像の者

。った行を指導って使のみを音声のSkypeが、指導者に際う行を隔指導

、

 

できるようにするため

。できるようにした観察が指導者を被験者の坐禅中のカメラでSkype

確認を姿勢の被験者に実際が指導者にいる、遠隔地また

、記録

、対面指

し

けないように受を影響による指導けた受に、前また。った行を解析データの

計測を脳波と、心拍変動べるために調を度リラックス、について「調心」

間

 

の

。らせた取を休憩な十分には被験者に

指導の、各々また。した試行ごとにランダムに被験者を順番う行を遠隔指導と導

、

グルー

するため

被験者に、兵庫県ぎ繋でSkypeを寺院の岐阜県と寺院の、兵庫県として指導環境

比較を指導による遠隔と対面指導の従来における、坐禅として実験方法

 

きるまで

。

尽え燃が本１線香（場合、一炷する坐禅で専門道場が修行僧の禅に一般的

した配置を指導者の遠隔指導に指導者、岐阜県の対面指導プと

よ

坐禅

、

の分間15、しているため参加も初心者さらに、とし対象を体験者の坐禅い幅広り

においては、本研究しかしながら。ける続り分間座30約つまり、す）表を時間の

坐相

を

の

指導の坐禅で音声による、遠隔し確認きなどをリアルタイムで動の肩う行を呼吸や

、被験者ができるので目視によってSkypeから遠隔地は。指導者とした試行時間

とスマート

伝

PC

で口頭に被験者に、対面指導同様することによって利用をICT。された記録フォンに

されている設置に寺院の、兵庫県は脳波と心拍変動の。坐禅中けた続

こ

する

。

記録・定量化を生体反応という脳波と、心拍変動については、「調心」れにより

することができるようになった記録を結果の、坐禅指導えて、加えることができ

。

で

することができる

点われる行が指導による言葉に、共では遠隔指導のみによる音声と対面指導の従来

比較・観察われているかどうかを行に適正が、坐禅ことによって

 

 

。

である）同様は手順の遠隔指導と対面指導（。す示に以下を実験手順の坐禅

える考できると期待が指導効果の、同様であり同一は

、

 

つ

させる注意にならないように姿勢だらしない

、且せずに、緊張え伝させるかを安置を腰に部分のどの座布団・・・坐禅開始前a. 

け

 

傾

めさせる）決に本人を重心ながら

かに僅に前後左右を身体える（伝を方え整の姿勢）・・・分間5初期(坐禅開始b. 

え

44

伝を方法えさせる数を数に坐禅中える（伝を方え整の呼吸・・・分間5開始後中期c. 



 

にもっ

る）

状態をよりリラックスさせた、自身えながら数を数）・・・後期(分間5さらにd. 

 

 

える

坐禅終了e. 

伝ていくように

 

 

）

》 倫理的配慮 《

日30月9より日1月8年2017：実験期間（

 

 

。

） 2017-040早稲田大学倫理審査委員会承認番号（

した着手に後た得を承認の、早稲田大学倫理審査委員会は本研究

 

 

　実験結果

》 比較の差の時間るまでの入に瞑想安定期 《

3.2.3

につい

 

脳波

。った行を、分析て

と、心拍変動い行に順してランダムの対に被験者を遠隔指導と対面指導

 

時

について］

める始がり下が値LF/HFの心拍変動つまり、になる状態にリラックス坐禅試行後

心拍変動［

ソフト

(

、心拍可変性解析

）25図（。した使用を”kubios HRV“

については分析スペクトル。した記録を時間までの点

http://www.kubios.com  

　　　　　

）

 

                             心拍変動解析によるKubios HRV　25図
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波

について］

αして比較と波βつまり、になる状態リラックス、に同様と測定結果の心拍変動

脳波［

の

 

。脳波

）26図（。した使用を”musemonitor“ソフト、脳波解析については解析・測定

した記録を時間までの時点からその、坐禅試行後し分析を時点となる優位が

 

　　　　

）(http://www.musemonitor.com

 

　　　　　                脳波解析によるmusemonitor　26図
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］

。す示に7表したものを定量化を解析結果それぞれの心拍変動、脳波、

解析結果比較の脳波および心拍変動［

   ）秒(時間になるまでにかかった状態からリラックス　坐禅試行後7表

　　　  

 

検

　

tのある、対応を値の結果による遠隔指導と、対面指導について」:HRV「心拍変動

対面

 

=-0.237, p=0.816, 

］avg.=425.666遠隔avg.=423.333 

）t(14［。められなかった認は、有意差したが検証により定

、対応

=0.221, 

を

）t(14［。められなかった認は、有意差したが検証により検定tのある

値の結果による遠隔指導と、対面指導に同様についても」:EEG、「脳波また

 

 

］

》 比較いの瞑想度合による時系列の坐禅試行後 《

avg.=457.400遠隔avg.=459.733 対面p=0.828,

「初期群」「中期群」

、「初期」「中

より

として段階の。坐禅試行中った行を比較データの、し分類に「後期群」

、坐禅試行後を変化いの度合のリラックス心拍変動、脳波

え

 

与

。えたからである考つと持なるフェーズを異がそれぞれ段階３つの、られることから

が指示から教授者ごとに段階の、各々であるが理由けた分に段階と期」「後期」
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と

について］

。対面指導す示に8表を値LF/HFにおける「初期」「中期」「後期」の坐禅試行後

心拍変動［

検

 

い

。した証

行を検定tのある、対応するため確認いがあるのかを違で、群間について遠隔指導

LF/HF 

 

した分類に後期・中期・　初期8表

t

められ

のある

認は有意差における、「初期群」「中期群」「後期群」したが検証により検定

、対応を値の結果による遠隔指導と、対面指導について」:HRV「心拍変動

 

avg.=5.761 : HRV INITIAL 

。

遠隔avg.=5.548  対面=-0.306, p=0.763,）t(14

なかった

avg.=3.277 : HRV MID 

avg.=1.973 : HRV LATE 

遠隔

遠隔avg.=2.273 対面=1.128 , p=0.2784, ）t(14

avg.=3.791  対面=1.955 , p=0.071,）t(14

 

「初

について］

の、坐禅試行後について平均のスペクトル波成分/α波βす表を度リラックス

脳波［

違

。

で

した検証い行を検定tのある、対応するため確認いがあるのかを

、群間について遠隔指導と。対面指導す示に9、表し分類に期」「中期」「後期」
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推移の波平均β/αした分類に後期・中期・　初期9表

のあ

めら

対応

認は有意差における、「初期群」「中期群」「後期群」したが検証により検定tる

を値の結果による遠隔指導と、対面指導について」:EEG波平均/α波β「

 

avg.=0.974 : EEG INITIAL 

。

遠隔avg.=0.975 対面=0.019, p=0.985, ）t(14

れなかった

avg.=0.499 : EEG MID 

avg.=0.427 EEG LATE 

遠隔

遠隔avg.=0.429  対面=0.083, p=0.935, ）t(14

avg.=0.453 対面= -1.022,  p=0.316, ）t(14

 

。心拍

》

した比較・分類で属性の、被験者について結果それぞれの心拍変動、脳波、

 比較による属性の被験者 《

下

。脳波

がどれだけ

した着目のデータに「中期群」「後期群」については、脳波し着目がったかに

値LF/HFである指標にかけてストレス後期から、初期については変動

、

状

べたように

している安定も、坐禅中、最えることにより伝を方え整の呼吸に分後5から坐禅開始

述で実験手順の、前章は理由した着目に「中期群」「後期群」して関に

 。えられるからである考であると分間10この、が態
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A

について］

をクラス者がった以上下70%が値の後期して対に初期が値LF/HF試行後、の坐禅

心拍変動［

と

さら

、対面

。となるA-Aクラス、したように示で10、表は場合の以上70%両方が結果の遠隔

えば。例としたCをクラス未満50%、Bをクラス50%から69%に。同様とした

。 えた加）も熟達者・初心者・未経験（熟達度の坐禅の、被験者に

 

 

属性の被験者た見から変化の値LF/HF　10表

名、

 

2

。となった結果という名1が初心者

が、熟達者そのうち。であった名3、は被験者のA-Aじてクラス通を遠隔・対面

 

につい

について］

。脳波した分類で属性ごとに被験者を結果についても、脳波に心拍変動同様

脳波［

表

 

(

）11

。した分類を被験者で平均のスペクトル波成分/α波βにおける後期・、中期ては
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属性の被験者た見から変化の　脳波11表

の

い

心拍変動

違な、顕著となりC-Cがクラス結果の坐禅熟達者の名2となったA-Aからクラス結果

の、前述となり結果という名1が被験者となるA-Aクラス、して関に脳波

 

 

。

考察の遠隔指導実験結果の坐禅とした指標を脳波と心拍変動3.2.4  

となった結果す表を

指導

年以

の

1400、そのため。している目指することを貢献に解決の指導者不足の際ける受を

、坐禅することにより提案を遠隔指導法の坐禅した活用をICT、では本研究

した

 

利用

。した比較により、実験を遠隔指導

をICT、と坐禅指導による対面の従来） 2003関口われてきた（行って渡に上

それぞれのデータを

）と

、

(HRV、心拍変動では、本研究そこで。われていない行だ未は研究した検証・比較

し測定に同時を脳波と心拍変動の、坐禅中において先行研究

 

をリ

。

生体反応結果の脳波と心拍変動による、遠隔指導と対面指導における分間15

した分析・比較を結果の生体反応による、両指導方法とし指標）を(EEG脳波

められなかっ

  

認

）p=0.828：脳波p=0.816,：心拍変動(。た

は差な有意に結果の結果、両指導方法その。とした指標の度ラックス

15

があったと

、

差に、仮となるので0.26%約は比率する対に坐禅試行時間）の秒(900分間

であり秒2.333、は差の平均値での遠隔指導と、対面指導とも心拍変動、脳波

になるまでに

確認

状態

と分前後7約それぞれ、より結果の7表の、前述すると考察について時間かかった

がリラックス、被験者えて。加える言たるものであると微々しても

 対面］［ : HRV秒 avg.=425.666遠隔 秒 avg.=423.333対面［。できる
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生体反

計測結

による

における遠隔指導と、対面指導しているだけではなく示を傾向じ同が指標の応

脳波と、心拍変動］これは : EEG秒 avg.=457.400秒遠隔avg.=459.733

対面

 

の

。している示であることを可能することが指導によって、遠隔に同様と指導

従来を、坐禅このことは。している表していることを示を傾向じ同に同様も果

「初期群」「中期群」「後

認

に

は差な有意に結果における、両指導方法も場合この。みた試を分析し分類に期群」

分毎5から、坐禅試行後を度のリラックス、被験者また

 

つことができている

。

保をうまく状態にリラックス坐禅中から結果の、被験者さらに

められなかった

 

3

。

被験者つことができている保を状態リラックス、から結果の心拍変動における4表

した分類で属性を被験者そうでない、と被験者

、

し

であり

示を状態からリラックスしている結果の。心拍変動である熟達者の年以上30坐禅歴

禅僧の、臨済禅は名2この。した着目にoとn、被験者）のうちA Aクラス(名

、先行研究

 

これは

）1978安東（。する一致と考察の実験結果の安東における

。している示を状態な、活動的からは結果の、一方、脳波ているが

を

。先

心身

である状態る探えを答する対に禅問答では中の、頭ちながら保に状態リラックス

に、坐禅中とは。拈提う行を、「拈提」は熟達者の坐禅の、臨済禅に一般的

、拈提

 

において

。い興味深すことができたことは示から両方の脳波と心拍変動を状態

実験の。今回えられる考していると示を「拈提状態」この、は結果の

におけるインターネッ

予

日本

が学習者と、指導者に際その。った行を遠隔指導研究したヴァイオリンの利用トを

フィンランドと、）において2016古井（、前研究は著者

で

が

確認

信頼関係の学習者と指導者ヴァイオリン、は研究）による2009（、越後また。きた

えることが与を影響い良に結果によるレッスンの場合、遠隔指導がある面識め

で

この

、初心者

、において。実験結果があった面識め予と遠隔指導者および、対面指導者あるが

はj、被験者において本研究している示えることを与を影響い良レッスンに

。一方、

、

ている

が有無の面識との、指導者このことから。であったB-Bはクラス属性についての脳波

出が結果というA-Aクラス、として属性についての、心拍変動は被験者

良

 

については

。えられる考えたと与を影響い

、心拍変動えることはなかったものの与を影響い良について結果の脳波

がな

52

面識く全に被験者と際、指導者う行やグループにおいて企業を遠隔指導に実際



のな

 

面識

。える考であると必要も実験における環境下い

と指導者が被験者ての、全として課題の。今後いはずである多が方いことの

によって

、

遠隔指導

これにより。した確認であることを可能が指導の坐禅に同様と対面指導の、従来も

した利用をICT、するため解消を指導者不足の、坐禅では本研究

社会

 

・

。える考できると期待が貢献に福祉

健康の人々して通を、坐禅に瞑想同様びているマインドフルネス浴を近年脚光

の

 

方

。らかとなった明いも違

れ現の生体反応という脳波と、心拍変動において初心者と熟達者の、坐禅また

53



展望 の今後と総括の章　本研究4第

展望 の今後におけるまとめと　本研究4.1
な

学習希望者

同期的

な、近年、潜在的には。具体的った行を研究な、実践的し提案を遠隔学習

した活用をICT、について教育する関に実技う伴を、身体動作では本研究

と

することによっ

対面学習

利用をICT、ともに、坐禅ヴァイオリン、として。結果した試行し比較

の従来を遠隔学習実験する関に指導の坐禅えつつあるヴァイオリンと増が

する

 
機能

。された示唆ことが

に、有効に同様と対面学習の従来が遠隔学習な同期的した提案で、本研究て

スキルプロセス

）にのみ

段階

人間ヒト（、わっており関プロセスと認知のプロセスは最後その、があるが

）の４(1996ベルンシュタイン、について獲得のスキル身体動作

えられているもので

イン

与

。となっている要素な重要にする獲得可能みに巧を実技う伴を、身体動作あり

すヒトのみに話を、言葉それは。なプロセスとされている可能

教授

したこと

して

活用をICTえることができることも与しフィードバックを返り繰で場がその者

対いに問の、学習者することによって活用を通信したビデオ利用ターネットを

している

重

言及

に際する獲得のスキルを実技う伴を、身体動作プロセスは認知による、言葉ように

）が(2009古川の。前述された確認によるアドヴァンテージとなることが

に

された

遠隔学習

確認が重要性その、であり要因つの一することとなった機能に、有効おいても

な同期的の坐禅したヴァイオリンと活用をICTした提案で、本研究であり要

 
あげて

。

点、を４理由な困難が理解と獲得のスキル、身体動作）は2009（、古川また

える考と

。次

かな

がわからないということである

動が体ったように思の、自分さらに。うことがよくわからない言コーチの、に

秘密その、ただけで見を技の、熟達者ず。先いる

す

モーション

解決

「した利用をICT、に中その。られている取なアプローチが様々るために

これらを。ということである、がかかる時間するのに、上達に最後そして。い

、身体動作

 

においても

。みた試を検討し活用をICTしてこれらの関に実技う伴を

、本研究まれており含が解析」データの「運動や」キャプチャ

に

可

客観的

が学習し返り繰も、何度つ、且ち役立にも際りの返り振の、学習されることが記録

のデータが指導内容の学習者、双方と、教授者することにより活用をICT

 

すこととす

。

示ここに、について遠隔学習ヴァイオリンの、まず、として展望の今後

された確認がアドヴァンテージとなることも点これらの。となる能

して

、

対

また。がある必要性をする分析・、比較い行を実験の「遠隔教育」と「対面教育」

に学習者の、複数名として実験の今後における遠隔学習ヴァイオリンの。る

比較
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についても演奏の曲えた変を難易度さらに、をもたせ多様性のレベルに学習者



 

、遠

。

に際める始ずにヴァイオリンレッスンを経を対面指導が初心者くの、全さらに

がある余地する検討するかを機能に有効が、遠隔教育し

ヴァイオリン

ヴァイオリン

、

。べている述）について方え支（方え構ヴァイオリンの、で中の技法の

）は2010（。伊藤もある必要性する検討するかを機能に有効が隔指導

であ

遠

重要

し利用を装置モーションキャプチャ、が。教授者である重要も姿勢の、演奏中るが

：ボウイング）はもちろん方き引（方かし動の弓や方ち持の、弓に際の演奏

学

によるヴァイオリンレッスンに

にリアルタイムで

。遠隔教育することができる補正に的確を姿勢の習者

中レッスン、）27図することができれば（確認を姿勢によって隔

する

 

利用

。がある必要性していく、検討し提案も手法

を装置モーションキャプチャ、として方法する解決を問題の、姿勢補正おいて

 

 

 

”

。す示を展望の今後について遠隔学習の、坐禅に次

Perception Neuron“モーションキャプチャデバイス27 図

、遠隔指

できるかどうかにつ

らかにし

訓練すように示を生体反応のような熟達者が非熟達者によって導

明いを違）の初心者(非熟達者と熟達者の、坐禅として研究の今後

す

を

活用

ICT、これについても、があるが必要する周知に坐禅希望者くの多より、るためにも

く幅広さらに、を知見られた、今回得また。がある必要性みる試を、研究いて

。 したい検討することを活用したソーシャルネットワークを利用
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遠隔指導

について

の。坐禅べる述について実験計画する関に研究している、今後、予定に次

研究の今後している　予定4.2

、「心拍

 
して

。った行を、検討し計測について「脳波」そして数」、「心拍変動」、

対に坐禅学習者つ持を坐禅経験な多様の、複数においてⅡび、及Ⅰ研究

実験

が

の

生体信号計測な正確さらに、これにより。いる用のデバイスを、医療用においては

、今後したが利用なデバイスを簡易的に計測の、心拍変動については本実験

型生体信号収録

 

のシャツ

）28図（。する利用を”Hexoskin機器“

社キッセイコムテック、において。実験える考できると期待

 
　

　　

 

しリアルタイ

被験者

接続BluetoothとPC、ウェアラブルタイプのデバイスで、はHexoskin

した装着に実際をHexoskin　28図

、結果

 

にデータをアップロードし

。である可能ることが返り振を

上Web、つ、且することができ取得を生体信号ムで

センサーに
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「加速度そして値」、「呼吸数」、の、「心拍変動なデータは取得可能



となるの

 

重要

。である、「調身」「調息」「調心」したように、前述は

に際う行を。坐禅である」したもの可視化のぶれを身体の被験者よる

デバイスによ

、心

、

については、調心さらに。である可能することが取得を呼吸数の被験者で計測る

については、調息し計測いて用センサーを、加速度については調身

。

要素

となる

な３つの重要に際う行を、坐禅いることによって用のようなデバイスをHexoskin

可能ることが測いを度合リラックス、し取得をデバイスにより値の拍変動

をすること

い

比較

用のデバイスを、医療用と研究結果いた用なデバイスを、簡易的つまり。ができる

と結果られた得でⅡ研究の、本論文うことができ行を可視化について

客観的

 

するかをより

。える考となると可能が検証に

機能に有効が遠隔指導の、坐禅することにより比較を研究結果た

   比較　　　　　　　 とこれまでの実験の予定う今後行12 表

 

 
みであるの

として］

取得済を承認の早稲田大学倫理審査委員会に月8年2019、は研究の上記

倫理的配慮［

 
 

。

） 2019-067早稲田大学倫理審査委員会承認番号（

である予定する着手に実験やかに、速で

）

弛緩

29
の筋肉の、瞑想中することにより可視化について弛緩の筋肉の、坐禅中し利用を

図（”FLIR“のサーマルイメージングカメラ社FLIR Systems、米国えて加さらに

 ）30図（。である予定う行を、分析し比較を具合の
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FLIR 

 

サーマルイメージングカメラ29 図

画面 したサーモグラフィ使用に実際をFLIR　30図
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